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平成 27 年７月 30 日 

各 位 

上場会社名   朝日放送株式会社 

代表者     代表取締役社長 脇阪 聰史 

(コード番号   9405) 

問合せ先責任者 経理局長 角田 正人 

(TEL       06-6458-5321) 

 

業績予想の修正に関するお知らせ 
 

 最近の業績動向を踏まえ、平成 27 年４月 30 日に公開した業績予想を下記のとおり修正しましたのでお知らせい

たします。 

 

記 

 

●業績予想の修正について 

 

平成 28 年３月期第２四半期(累計)連結業績予想数値の修正(平成 27 年 4 月 1 日～平成 27 年９月 30 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属

する四半期純利益 

1 株当たり 

四半期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円  銭

前回発表予想 (A) 41,000 1,400 1,600 1,000 24.49

今回修正予想 (B) 39,000 400 600 400 9.80

増減額  (B)－(A) △2,000 △1,000 △1,000 △600 

増減率 (%) △4.9 △71.4 △62.5 △60.0 

(ご参考)前期第２四半期実績 

(平成27年３月期第２四半期) 
39,721 1,695 1,815 955 23.41

 

 

平成 28 年３月期通期連結業績予想数値の修正(平成 27 年 4 月 1 日～平成 28 年３月 31 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 

する当期純利益 

1 株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円  銭

前回発表予想 (A) 82,100 4,400 4,600 2,800 68.57

今回修正予想 (B) 79,400 2,900 3,100 1,800 44.08

増減額  (B)－(A) △2,700 △1,500 △1,500 △1,000 

増減率 (%) △3.3 △34.1 △32.6 △35.7 

(ご参考)前期実績 

(平成 27 年３月期) 
80,691 4,684 4,830 2,203 53.95
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平成 28 年３月期第２四半期(累計)個別業績予想数値の修正(平成 27 年 4 月 1 日～平成 27 年９月 30 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
1 株当たり 

四半期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円  銭

前回発表予想 (A) 33,500 1,300 1,500 1,100 26.94

今回修正予想 (B) 31,400 200 400 400 9.80

増減額  (B)－(A) △2,100 △1,100 △1,100 △700 

増減率 (%) △6.3 △84.6 △73.3 △63.6 

(ご参考)前期第２四半期実績 

(平成27年３月期第２四半期) 
32,419 1,459 1,680 1,080 26.45

 

 

平成 28 年３月期通期個別業績予想数値の修正(平成 27 年 4 月 1 日～平成 28 年３月 31 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円  銭

前回発表予想 (A) 67,100 3,300 3,600 2,400 58.77

今回修正予想 (B) 64,300 1,700 2,000 1,400 34.28

増減額  (B)－(A) △2,800 △1,600 △1,600 △1,000 

増減率 (%) △4.2 △48.5 △44.4 △41.7 

(ご参考)前期実績 

(平成 27 年３月期) 
65,898 3,427 3,680 1,975 48.38

 

 

修正の理由   

 当第１四半期連結累計期間(平成 27 年４月１日から平成 27 年６月 30 日まで)の業績は、主力の放送事業におい

てテレビスポット収入が当初の予想を下回る水準で推移しました。また、第２四半期以降につきましてもテレビス

ポット収入が当初の予想を下回る見込みであることから、第２四半期累計期間および通期の売上高、営業利益、経

常利益の見通しにつきましては、個別および連結ともに、平成 27 年４月 30 日に決算短信で公表した予想を下方修

正いたしました。また、個別の当期純利益および連結の親会社株主に帰属する当期純利益につきましても予想を下

方修正いたしました。 

 

 

 

※本資料の業績予想は、発表時現在において入手可能な情報に基づいて作成したものです。 

実際の業績は今後の様々な要因によって本資料の予想数値と異なる可能性があります。 

 

 

 

以 上 


